
ISO14001－環境マネジメントシステム規格の解釈（その５） 

 

～～  点点検検とと見見直直しし  ～～  

 

 

ここではISO14001シリーズの最終パートとして、これまで運用してきた環境マネジメントシステム

が、有効に機能したかを点検して見直しを行う方法について説明します。これは一連の環境活動の締

めくくりの段階であり、PDCAサイクルではＣ（チェック）とＡ（アクション）に相当します。  

また今回取り上げる話題は、ISO14001規格では「4.5点検」、ならびに「4.6マネジメントレビュー」

に該当しますが、ここで必要な活動は ISO9001（品質マネジネントシステム規格）と非常に共通点が

多いため、以前のISO9001シリーズの解説も参考にするようにしてください。 

 

監視・測定と順守評価 

事業活動に伴って管理すべき環境特性は、監視または測定しなければな

りません。例えば、環境目標にエネルギー削減と廃棄物削減を掲げ、その

ための手順を設けて管理している場合は、電力や燃料の使用量および廃棄

物の発生量を定期的に監視・測定します。 

また法的な要求を含め組織が順守すべきことに対しては、それらがきち

んと守られているかを評価しなければなりません。 

 

不適合と是正処置・予防処置 

監視・測定や順守評価において問題点（不適合）が発見された場合は、

是正処置または予防処置を執る必要があります。是正処置と予防処置の

それぞれの意味については、ISO9001シリーズ：その12「カイゼンは日

本の文化」で述べていますので、もう一度確認して下さい。 

 

不適合については以下の要領で処理することが規格では定められています。 

a) 不適合を特定し、修正し、それらの環境影響を緩和するための処置をとる 

b) 不適合を調査し、原因を特定し、再発を防ぐための処置をとる 

c) 不適合を予防するための処置の必要性を評価し、発生を防ぐための適切な処置をする 

d) とられた是正処置と予防処置の結果を記録する 

e) とられた是正処置と予防処置の有効性をレビューする 

 

記録の管理 

記録は環境マネジメントシステムの運用の結果を示すものであり、規格への

適合性を証明するためにも必要です。 

記録の管理について必要なことはISO9001と共通のため、これもISO9001シ

リーズ：その２「紙にも重みがあります」を参照して下さい。 
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内部監査 

内部監査については、ISO9001シリーズ：その11「内部監査をしてみ

て発見」にて解説しましたので、そちらを参照して下さい。内部監査の

手順として説明している ①監査の計画 － ②監査の実施 － ③監査の

結果とフォロー に至るプロセスは、品質マネジメントも環境マネジメ

ントも共通ですので、良く理解しておくようにしてください。 

 

内部監査の手順が共通しているということは、組織がすでにISO9001の品質マネジメントを取り入

れている場合は、内部監査は環境マネジメント統合して実施することが効率的です。もちろんそのた

めには、内部監査員は品質・環境の両面を監査できるだけの力量を持っていなければなりません。 

 

環境マネジメントシステムの内部監査の特有のものとしては、前述の「監視・測定と順守評価」が

しっかりなされているかをチェックする点があげられます。内部監査は環境マネジメントシステムの

点検をする重要な機会ですので、「順守評価」自体を、内部監査を通して行うことも現実的です。 

 

マネジメントレビュー 

マネジメントレビューも品質マネジメントで行うものと目的が共通であるため、これはISO9001シ

リーズ：その３「経営者が果たすべき責任とは」の中の解説を参照して下さい。特に経営者が関与し

て行うことの意義を再確認しましょう。内部監査と同様に、品質マネジメントを取り入れている組織

は、マネジメントレビューも品質と環境を統合して行うことが効率的です。 

 

規格では、利害関係者とのコミュニケーション、環境目標が達成状況、組

織の環境パフォーマンスなど、マネジメントレビューで評価すべき重要事項

をいくつか定めて要求しています。 

 

マネジネントレビューにおいて経営者は、これらの情報をもとに環境方

針・目標の変更の必要性を含め、環境マネジメントシステムの変更と改善に

対するあらゆる決定を下すことが必要です。 

 

アイエル経営診断事務所  板 賀 伸 行 

経営コンサルタント（中小企業診断士） 

ISO / QMS 主任審査員 

過去に大手自動車会社において海外各国の自動車開発・生産プロジェクトを担当。 その後、ベン

チャー系コンサルティング会社等を経てアイエル経営診断事務所を設立し、中小企業の経営支援を

開始。 国や地域の中小企業支援センターのアドバイザーも務める。 

経営資源の少ない小規模事業者のビジョン実現をサポートできる今の仕事に生き甲斐を感じてい

ます。趣味はアウトドア系なら何でも関心があり、毎年新しいチャレンジ（冒険？）をしています！
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